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を
遂
げ
さ
せ
る
経
済
面
で
の
.慶
点
で
あ
る
と
考
え
.：
る
',
'0

勿

論こ
.

の
点
は
公
有 

V

経
済
部
門
が
国
民
経
済
：の
：何
%
を
占
め
る
に
至
っ
た
時
生
ず
る
と
い
っ
た
よ
う 

な
明
蔽
な
も
の
.で
ば
：な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
®

^
点
は
確
か
に
存
荏
す
る
o
'
私 

は
そ
う
し
た
鬼
換
：の
生
ず
る
場
合
を
幾
つ
か
指
摘
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
似
た 

よ
う
な
性
質
の
質
的
転
換
を
み
る
こ
：と
が
出
來
矿r

)；：：
.
:
.

マ
：'

(

法
i)

：拙

稿『

漸
進
的
祛
会
主
義
化
政
策
め
.課
題
1

-

1「

フ
01
ビ
.ァ
ン
研 

:

究j

.

.

1

九
五
ぺ
年
第
一
へ
#

辦
載
参
照
。”
文
、
.政
治
面
に
お
い
て
も
、
経
済
面
- 

で
の 
質
的
転
換
と 
対
思
し
た
転
換
が
：
 

み
ら
れ
る
。
政
'治
.面
で
の 
そ
う
：し
た
転 

V
;換
が
な
さ
れ
る
こ
；と
.も
国
有
化
政
策
.の
*

因
し
て
い
：る
目
的
を
効
果
的
に
実 

ぺ
現
す
る
た
め
に

'不
可
欠
の
基
礎
条
件
で
：あ
る
？
同
：稿
参
照
0

：
::
.

.
以
上
の^
う
な
者
凑
の
結
果
、

.
結
論
的
に■次
，の
よ
う
.
に
言
う
こ
と
：が
出
来
よ 

.
う
。
10
ち
、
麗

的

部

分

的

国

褒

方

式

は

、
そ
の
方
式
，に
内
茌
す
各
種
々
の
ジ

.

.

レ
シマ

；
.

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
.な
制
約
を
受
け
、意
図
す
る
目
的
を
達
成
す
る
こ
と 

が
非
常
に
_

と
な
る
。そ
の
困
f

は
、ジ
レ
ン
マ
の

®

が
充
分
，認
識
さ
れ 

適
当
に
対
処
さ
れ
る
な
ら
ば
、
或
る
程
度
克
服
出
来
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の 

ジ
レ
ン
マ

を
排
除
し
て
、意
図
す
る
m

的
を
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、今 

述
べ
た
よ
う
な
質
的
転
換
が
生
ず
る
よ
う
に
：な
る
ま
で
国
有
産
業
部
門
を
中
心 

と
す
る
公
的
経
i

門
を
急
速
に
拡
大
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。

先
述
の
如
く
、「

新
思
想
家」

と
呼
ば
れ
る
一
部
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
系
社
会
主 

.
義
者
は
、
国
#

^
が
彼
等
の
問
的
と
し
て
い
る
と
.こ
ろ
を
実
現
す
る
上
に
.

■̂ 

で
な
い
と
い
.う
理
由
か
レ
、
国
有
：̂

門
の
拡
太
に
熱
心
で
な
く
な
っ
た
が
、

.

®

で
な
い
一
つ
の
童
要
な
理
自
は
、
目
#

§

門
が
ル
胄
殳
過
雜
る
こ
と
か

.
四
〇
ふ
八
八
〇)

ら
生
じ
'て
い
：る
0

だ

：か

ら

む

し

ろ
'

門
の
k

太
を
至
張
す
べ
き
で
あ 

る
の
.に
、
そ
0

逆
の
：主
張
を
し
て
'い
，る
こ
；
と

は

論

理

的

に

茁

し

く

な

.い
と
言
5
 

べ
：き
だ
ろ
う
，
^

が
.し
、急
速
_な
る
国
有
化
の
方
針
を
と
れ
ば
、1

的
社
会
主 

義
論
者
が
，信
奉
す
る
理
念
を
他
の
点
に
お
い
て
：、侵
す
恐
れ
が
あ
る
し
、.又
、
非 

経
済
的
^
®

fc
>
.障
害一

一

資

の

.サ

...
#タ
ー
.

^
ユ
.や
妨
害
：な
.、ど
：I

に
よ
..っ 

て
、(

能
率
が
害
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
？
だ
か
ら
、
そ
め
よ

う

な
外
的
諸
靡
情
を 

考
慮
し
て
、
：適
当
に
調
和
を
計
り
つ
つ
、，；

5
5̂

:

る
だ
け
急
速
に
今
述
べ
た
よ

う 

_な
条
件
を
確
立
す
る
.こ
.
.と
が
、
ぞ
の
目
的
と
.し
て
い
：る
と
こ
ろ
を
最
も
効
果
的 

に
実
現
す
る
方
法
で
あ
る
.と
言
え
よ
う
。
-

§
1

0 

.

.英
国
の
場
合
公
的
経
済
部
門
：の
：雇
用
：の
，全
経
愤
部
門
の
有
業
者
に
対 

:
.す
る
*割
合
を
、

:

一.
九

五
0

年

に

：
つ.い
て
み
.
る

と

'
、

ニ

十

二
，
2£
%

で
あ
る 

(

軍
隊
汰
除
外
し
て
あ
り
、

'一
 >

,
七
％
に
相
当
す
る
協
同
組
合
で
.の
履
用
は 

公
的
部
門
に
含
め
：て
.な
い〕

。：
そ
の
：う
ち
、
公
.企
業
が
十
i 

%
で
あ
り
、
.
他
は 

.中
央
政
府
は
五
.

1
-%
、::
''V地
方
政
府
六
,

四
％

ャ

あ

る

。姨
造
業
及
び
建
^
 

.
業
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、

.公
：的
部
門
は
僅
か
四
％
に
す
ぎ
な
い
。(
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注
2

0

V-
の
条
件
を
確
立
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
に
国
有
部
門
を
拡
大 

く
す
る
必
.要
は
な
.い
。

-

全
面
的
或
い
は
そ
れ
に
近
い
国
有(

乃
至
公
有)

化
は 

有
害
で
あ
る
。
こ

の

点

は
多
く
の
英
国
社
会
ま
義
者
の

言
う
通
り
で
あ
る
。

社
会
主
義
的
所
有
の
一

一つ

の
形
態
と
価
値
法
則

I
-

-
顧準の所説について

I

一
九
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
お
け
る
中
国
経
済
学
界
で
の
中
心
課
題
は
、
社 

会
主
義
制
度
の
下
で
の
商
品
生
産
、
M

、
貨
幣
、
価
値
法
則
の
作
用
の
間
題 

で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
発
表
さ
れ
た
論
文
は
、「

経
済
研
究」

、

.

「

新
建
設」

、「

計
画
経
済」

、「

i

月
刊」

、

そ
の
他
の
f

雑
誌
を 

は
じ
めr

人
民
日
報」

「

大
公
報」

な
ど
の
日
刊
紙
を
も
ふ
く
め
、
一
九
五
六
年 

か
ら
五
七
年
七
月
ま

で

5

0

編
.ち

か

く

に
達
し
て|

る

。

社

ム

皿

_

制

度

の 

下
に
お
け
る
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
問
題
は
単
に
経
済
学
上
の
重
要
な
理
論 

的
課
題
た
る
に
と

、ど
ま
ら
ず
、
中
国
に
と
っ
て
は
実
際
上
の
問
題
と
し
て
直
接 

に
社
会
主
義
建
設
の
各
力
®

と
^

連
を
有
し
て
お
り
、
同
様
の
竄
味
で
ソ
ビ
工' 

ト
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
広
沉
な
論
争
を
ま
き
お
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と 

え
ばf

九
五
七
年
五
月
に
は
"
ソ
連
邦
国
民
経
済
に
お
け
る
価
値
法
則
と
そ
の 

利
用
の
問
題
に
あ
て
ら
れ
た
f

会
議
//
-
が
ソ
連
邦
科
学
経
済
研
^
所
で
ひ
ら

.
社
会
主
義
的
所
有
の
二
つ
の
形
態
と
価
値
法
則

平

野

絢

(

I

M
、.
そ
の
報
告
と
発
言
は
専
門
論
集
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
。

中

国

に

お

け

る

主

な

論

点

はI

社

会

主

義

制

度

の

下

で

の

商

品

生

産

の

必 

然

性

に

つ

い

て

、I

社
^

主

義

制

度

の

下

に

お

け

る

商

品

生

産

の

範

囲

_

^
 

.産

手

段

は

商

品

かI

、
I

価

値

法

則

は

商

品

生

産

と

関

連

し

た

範

疇

で

あ

る 

か

、

或

い

ば

生

産

物

ー

に

投

下

ざ

れ

た

社

会

的

必

要

労

働

時

間

が

各

生

産

部

門

の 

労

働

と

ぼ
^-
-
額

の

分

配

の

規

準

と

な

る

と

い

ぅ

い

み

で

商

品

生

產

が

止

揚

さ

れ
 

て

後

も

存

在

し

ぅ

る

か

、

な

ど

で

あ

り

、

ソ

連

邦

学

界

の

論

点

と

共

通

す

る

所 

.
も

多

い

。

こ

こ

で

は

、

中

国.に

お

け

る「

価
^

!

争」

と

し

て

ソ

ビH

ト

学

界 

で

も

と

り

上

げ

ら

れ(「

紇
済
学
ィ
か
ぎ
問
題

」

.
諸

、
一

九

五

七

年

八

号)

、

更

に 

中

国

国

内
.に

反

論

：を

呼

び

お

こ/
し

た

.

(

張

純

音

外

三

氏

に

ょ

る

「

顧

準

の

価

値 

法

則
.に

っ

ぃ」

て
，の

修

芷

主.義

的

観

点

を

反

馼

す

る.」 )

論

文

、
顧

準

の「

試

論

社 

会

主

义

制

度

下

的

商

品

生

産

和

价

値

規

律
,-
-
:
を

取

上

げ

て

み

た

い

と

思

ケ

。

(

法
1
:)

顧

準

「

試
論
•社
会
主
义
制
度
下
的
商
品
康
産
和
价
他
規
律」

「

経
済

四
：K 

(

八
八
1
0



■

研
究
^
誌
ー
九
五
七
年
第
三
期
’

ニ
ニ
頁
。
::
.

'
.

:径

2
.

)

ぐ「

中
国
取
鐘」

.
一
九
五
八
.年
、
：へ

m

六
〇
頁
。「

心
.

/
<法
£-
:
学
術
会
議
の
報
肯
は
次
の
如
く
：で
ぁ
る
。
；

：

'

.
力
.
.

ヴ
-

H'
•
ォ
ス
ト
ロ
グ
.ィ
チ
>
 
ノ
フ
、.「

社
会
.主
義
の
！5

条
件
下
の
商
品
：生 

産
と
一
そ
の
請
特
質」
、

ェ
リ
：
• H

ム

,
ガ
ト
フ
ス
.キ
ー
、「

.ツ
連
邦
国
民
経
済 

,

に
.お
け
る
価
値
法
則
0,
役
割」

、
ィ

*
ァ
..
ラ
プ
テ
：フ
、
--
.
コ
ル
ホ
丨
:̂
生
库
と
.

_ 

,
価
値
法
則」

、

ァ

.
ゲ

.
ク
リ
コ
フ
、T

価
値
法
則
と
ソ
連
、邦
に
お
.け
る
価
格 

,
:形
成」

、
ヴ
；エ：
.
ェ
ス
♦
V.
ラ
シ
チ
ェ
ン
コ
.、
，

「

経
済
計
算
制
と
そ
の
.強
.化
の
.

.道

.

r

ヴ
ェ
'--
.べ

*
ジ
：チ
ー
口
フ
、「
エ
業
企
業
め
経
済
肝
算
制
と
物
質
时
刺
.

激
の
強
化」

。
'

ゾ

• 

V

(

注
4)

:
.報
告
の
械
観
は
.「

経
済
学
の
.諸
問
題
1-
誌

，一
九
五
七
年
八
号
掲
載
、

「

ッ
連
経
済
に
お
け
.る
俩
他
法
則
と
そ
の
利
用
に
.か
ん
す
る
学
術
討
論
会J

 

ソ
迪
科
学
ァ
ヵ
デ
ミ
ー
、
邦
訳
、
社
会
主
義
政
治
経
済
研
究
所
研
究
資
料
、
'

1

九
五
八
.年
.二
号
⑴
七
七
賓
块
下
、
'同
資
料
五
八
年
三
号
⑵

七
九
直
以
下
。

.

.

又
バ
チ
ュ
ー
リ
ン「

社
会
主
義
経
済
と
価
値
法
則」

——

ソ
連
国
民
経
済
.に 

お
け
る
'価
値
法
則
の
作
用
と
価
格
形
成
に
つ
1'
.
て——

.

(

科
学
ァ
ヵ
デ
ミ
ー 

ぺ
に
：お
.け
.る
報
告
と
討
論
>.「

経
済
学
の
諸
問
題」

誌
一
九
五
七
年
ニ
号
、
.邦 

訳
、
'
.前

掲

「

研
究
資
料J

五
七
年
一
ー
号
そ
の
他
が
ぁ
る
。
：

(

注
5)

(1
)
:社
会
主
義
社
会
の
下
に
お
け
る
商
品
生
産
の
，必
然
性
一
-
力

•
ヴ

':

エV
.

オ
ス
ト
卩
ヴ
ィ
チ
ヤ
ノ
フ
、

ィ

•

デ

•

ラ
ブ
テ
フ
、
ゲ

•

テ
.

コ
ヴ
ァ
V
 

フ‘
.

ス
ギ
：1
、
ゲ

•
ァ

.
•コ
ズ

.
'
P
'
フ
、
ャ

•.ァ

♦

^
.
,
.
. 

ロ

ン

.

.

.

.
口

ー

ド
、
..ィ
•

エ
ス
，， 

マ
ル
イ
ジ
ェ
フ
、
.
ヴ
ェ
*
ア

v

y
ボ
リ
、
工
ヌ• 

H

ス

•
ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
、

;■
:

.-
'

:

■

四
.

1
1
(

八
八
 

5

ィ

•
ェ
ヌ
ン
.
ト
ゴ
：
ェ.ラ
、
' 

.
ア

•
イ
.
パ
シ
コ
フ
、
' ア

•
バ
.
チ
：ろ
1
'リ
ン
>
 

.

:

⑵
生
産
手
段
は
商
品
で
あ
る
か
、
商
.品
の
外
被
を
ま
と
つ
た
も
の
か
、
才
ス

ト
ロ
ヴ
.
ィ
チ
ヤ
ノ
フ

.、

n

ヴ
ア
レ
フ
ス
キ
ー
、

パ
ヴ
ロ
フ
、

n

ズ
ロ
フ
、

ク 

ロ x

 

ロ 

I

ド
、：
バ
シ
コ

-

フ
，
バ
チ
ユ
ー
リ
；ン

々

へ

-
ノ

{3
)

#

会

主

義

制

度

下

の-
商
'品

生

庵

の

性

格

。
，

.

'

⑷

社

会

主

：義

制

度

下

の#

働

：の
-

重

姓

格

：

社

会

的

労

働

の

ニ

つ

の

侧

面

？

(5
)

社
会
主
義
制
度
下
め
确
値
と
使
用
価
値
''
°

(6
)

社

会

主

義

制

度

下

の.社

会

的

必

要

労

働

時

間

の

決

定？

.

(T
)

'
社

会

、雲

制

度

下

の

貨

幣

の

本

質。

'

，

'
:

(8
)

社

会

主

義

制

度

下0

価

値

法

則

の
.作

用
.
と
そ
の
制
限
。： 

’ 

⑶

価

格

の

疮

成

と

価

値

ど.価

格

の

乖

離——

ガ

ト

ス

フ

キ

ー

、

コ
ズ“

フ
。

.

(1
0
)コ
ル
ホ
ー
ズ
生
.產
に
.お
け
る
商
品
価
値
の
.構
成
I

 (

コ
ル
ホー

ズ
と
M 

'
士

8
を
.め
<̂
.つ
て)

-.
ィ
：，
：デ

.:
:
.ラ
プ
テ
，フ

0

'
:

M:

経

済

訐

算

制

め

定

義,°
.

ぃ
,;

'
脾
収
益
性
と
価
格
水
準——

パ

チH

丨
リ
ン
、
テ
レ
ン
チ
ェ
フ
、

.
な
ど
。

'

(

注
6-
>

「

学
術
月
刊

」

!'
'
;
'
ー
九
五
八
年

：
：':
-

¥

。

':-

.

ニ

y

 

口

レ

タ

ッ

ァ

革

命

の

：直

接

的

結

果

と

し

て

す

べ

て

の

生

産

手

段

が

全

社

会
 

(

佥

人

民)

の

所

有

ど

な

り

、

し

た

.が

つ

て

商

品

生

産

も

獲

法

則

も

存

在

し

な
 

ぐ

な

る

よ

が

，実

現

さ

れ

る

ま

で

の

い

，
わ

ゆ

る

「
H
M

期」

に 

お

い

て

は

、

す

べ

て

の

生

産^'
段

は

社

会

的

所

有

だ

が

必

ず

し

も

全

人

民

所

有

(

国
家
的
所
有)

と
.は
さ
れ
ず
、

F

自
己
の
労
働
に
も
と
づ
く
個
別
的
集
団
の
：集
団 

的
所
有(

協
同
組
合
的
術
有‘
.中
国
で
い
う
穷
働
人
民
集
団
所
有
：}
と
い
う
形
態 

.を
と
つ
て
も
：
^<

1
^

さ

れ

、
：
し

た

が

；
づ

.て

套

的

所

有

に

ー

一

つ

©
形
態
が
存
在
：

(

注
8

)

 

V 

,

す
る.
こ
と
が■必
然
と
な
つ
て
く
る

」

。.
そ
れ.
は「

資
本
制
社
会
に
.
お
い
て
は
大 

規
模
な
資
本
制
的
私
的
所
有
と

.
な
ら
ん
：で
：、
，自
己
の
労
働
に
も
.と
づ
く
小
規
模 

の
黯
所
有
が
存
在
し
、

-6
T

品
生
産
ゥ
ク
ラ
.
丨
ド
：が
形

」

成1

さ
れ
て
お
り、.  

.
前
者
の
多
く
は
社
会
主
義
国
家

.
の
手
に
接
収
.
さ
れ
て
国̂
的C

全
人
民
，

的
)：：

所 

有
が1

す
る
の
に
対
し
てf

ば
生ip

同
f
 (

コ
ル

ホ
'.
!
ズ

£
m
m 

合
7.
ル
テ
リ)

に
結
合
し
、
：
基
本
的
生
産
串
段
：に
た
い
す
る
彼
ら
の
所
有
は
協
：
 

同
組
合
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
社
会
化
さ
れ
る
。

.「

小
生
産
が
大
生
産£
# 

す
る
過
程
は
資
本
主
簾
生
産
様
式
の
内
部
で

■.
は
完
成
せ
ず
、
プO'
レ
タ
リ
ア
へ 

の
議
に
よ
フ
て
社
ムi
義
段
階
或
い
は
社
会
、壬
義
に
向
う
過
渡
的
段
階
に
あ 

マ
て
完
成
す
る
の
で
し
か
あ

.
り
え&

」：

か
ら
で
あ
る
。
.
す
な
わ
：ち「一 i

様
の 

制
は
i

主
義
の
中
：で
小
生
産
を
大
生
産
に
包
含
し

.
て
単
，
一
：
全

入

民

}̂. 

.
制
に
询
わ
せ
る
過
渡
；

^
^
1_
;と
い
う
こ
と
に
な

(

る
々'こ.
0
よ

う

に

：
^

的

所 

有
に
ニ
つ
の
形
態
が
あ
る
こ
>'-.
は
一"囊
的

な

必

然1-.-.
で
あ>:

てF

资

働

嘉

級 

はそのによ

^
て
：̂

主
義
的
な
国
家
的
所
有
と
結
び
つ
い
ー
て
い
る
が
、 

ー
ル
ホ
ー
ズ
農
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
協
同
組
禽
所
有
土
結
び
づ
い
て

^-
ぉ
夂 

..「

こ
の
よ
う
に
社
会
至
義
伯
{

^
の
ち
が
づ

…

た
形
態
と
む
す
び̂
い
て
いる
こ 

と
に
：よ
つ

て…
…

亡
れ6
の

震.
が
こ
：ん
ど
発
展
し
て
い
く
道
£:
定
'0
ち
が
，
 

い
も
き
まつ
て
く
る」

こ.
と-
に
な.
る
;0
.
.
.
'
.
：

.

.
:
'
.
.

:

■九
.四
九
年
1
〇
月
に
中
央
人
民
政
府
が
成
立
し.て「

国
^

i

済
、
協
同
組 

:

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
つ
の
形
態
；と
価
値
法
則

合
経
済
、
.農
民
お
よ
.び
手
工
i

の
個
人
経
済
、’
.私
的
資
本
主m

i

済
お
よ
び
：
 

国

家

資

本

主i

済
を
調
整
し
、.
各
種
の
■社
会
経
済
的
要
素
が
国
1

済
.の
指 

.導

の

：下

で

分

業
'
.

‘.
'
.̂
1̂

し
、.：'そ
.れ

ら
■の

も

の

が.そ

れ

ぞ

れ.の

所

を

.う

る

よ

う

に 

さ

せ
_る

こ

と

に

：よ
，
っ

て

社

会

経

済

全

体

の

発

展

を

促

^

^
と
'
い

う

立

場

を

確

立 

し

、.
更

に

：

「
：

お

く

れ

：た

半

封

建

植

民

地

社

会

か

ら

社

舍

王

義

社

会

へ

の

過

^

#

」

.

. 

.

.

.
- 

.

V 

.
'

;•
, 

- 

,

を
通
過
し
お
え
、「

*

民

、
系

壬

義

革

命

の

：

.

1
務
な
ら
び
に
経
済
復
興
の
任
務 

を
塞
本
的
に
果
し」

'
て

「

全
面
的
に
：；̂

J

義
経
済
に
^

^

し
た
と
き
'
中 
「

国

亿

お

い

：て

は

生

産

串

段

の

：
社

4

@
所
有
の
第
：ー
段
階.に
：到
達
：し
た
と
い
う
こ 

と
が
出
来
よ
う
。
：
.
•す
な
，わ
：ちH

議

門

疙お
：：

い
て
.は
主
幹
産
業
の
®

企
業
化 

が

終
:-
?
:て
各
部
門
の
生
産
計
画
が
調
整
遂
行
さ
れ
、
：農
業
部
門
で
は
当
初
の
人 

民
®

王

主

肇

命

の
.プ
ル
彡
ョ
ア
的
要
素
土
し
ヤ
の
土
地
改
#
—

半
封
建
的 

地
、王
的
犬
土
地
所
有
の
：分

割

接

生

産

者

に

よ

る

生

産

手

段

の

私

的

所

有 

.
の
実
現
の
、
合
作
社
運
動
令
通
じ
て±
_

及
び
ま
1

砠
産
手
段
の
私
有
、
共
同 

利
用——

> 
生
産
協
同
組
合
有(

労
働
人
民
集
団
的
所
有

)

•
.共

同

利

用

へ

，
の

大

巾
 

な
移
行
が
大
f

完
遂
さ
れ
^

(

ー
-A
耳
カ
^

ー
こi

は
組
合
加
入
農
家
が 

総
農
家
中
九
六
丄'
%、
こ
'の
：う
ち
高
級
生
：庫
協
同
祖
合|

コ
ル
ホ
：丨
X
-

―

 

加

入

：農

家

ス

：

1
1安

)

.0
し
か
し
4
{
#、
地
下
埋
蔵
物
、、：河
海
、
湖
招
、
森
林
、
工
場
、

■ 

3

^

”鉱
山
、
へ
鉄
道
、'.
水
上
航
空
運
輸
、'.
銀
行
、
：.通

信

手

段:'
'
>
国

家

が

組

織

し
 

た

大

規

模

な

業

企

業

：

C

ソ
フ
：本
丨
ズ
：、4

ラ
ク
タ
丨
:.
:
ス
テ
.
Iシ
H
ン)

、
国 

:

営
の
®

業
ご
：̂

！企
業
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
国
家
所
有
で
、

：

コ
ル
ホ
1
ズ
な 

.ど
の
：協
同
組
合
組
織
の
：共

同

企

業

と

そ
.0
家
畜
、
農
具
、
建

物(

及

び

そ

の

生
. 

産
物)

.
が
集
団
的
所
有
で̂

る
に
^

ぎ
な
い
ソ)

ビ

：
エ

ー

ト

に

対

し

て

、

」

ご

く1:

部
 

'

• 

四

三

：.(

八

八

三.

)



の
1
1

農̂

場

：
.(

数

七

ー0
、
：
そ

の

猶

種

面

：
積

，
は

垒

軿

地

の

0

:
,
六 

'.
:
五
+;
.年

、
.:
:
国

家

統

計.局「

国
民
経
觀
統
訐
提
要

」

、
：.
芄
八
年
版
中
国
牮
鑀
，に
ょ 

.
る——

)
を
除
く
大
^

^
の
耕
地
ぶ
生
廳
用
具
と
共'に
労
働
-< 
民
的
集
団
所
有
：.

：

.： 

.
:の
下
に
ぁ
る
中_
で
は
、ひ
社_

1

の
ー
5

0
^

^

の

相

対

的

此

重

ポ

現

実
 

盼

に

若

千

：
の

担

®
を

有

レ

て.い

參
£

ぼ

明

玢

か

セ

あ

：
っ

て

、

そ

れ

：
が

論

争

'の
'
: 

生
じ
石
：

一
:

つ
：の
基
盤̂

も
な
っ
，'て
い
る
：ょ
$

^
悤
わ
れ
る
.。「

過
渡
期」

第
一；

。
 

:段
階
に
ぉ
け
$:
.
1様

か

馨

制

の

勝

办
_

办
秦
釔
述
べ
た
ぁ
と
で
巔
準
は
：
ぃ

':

'.
. 

ぅ
、
：i

生
霧
済
钇
研
究
す
る
と
ま
ず
ぶ
つ
が
る
か
は
次
の
問
題
で
あ
る

。

■ 

現
下
の
社
会
主
義
各
国.で
'は
.『

金
人
民
所
有
制』

と『

労
働
人
民
集
団
所
有
制

』 

と
の
ニ
_

の
所
有
制
の̂

^
が
存
在
し
て
1>
る
が
、

こ
れ
.は
ル
|

^
か
社
#

王

■ 

制
の
形
態
で
あ
ろ̂V

か
、
、："
ニ
棒
の
所
有
制
が
単
，
.一
の
全
入
肖
1

_
〃 
： 

に
ょ
.：っ
て
と
マ
て
が
：私
ち
れ
る
と
き
に
は
、

す
で
.に
共
産
主
義
社
会
に
変
転 

し
'

も

は

ゃ

社

会

主
#

?

?̂>
ぬ
か
1
.か
’
か
か
”

ヤ

駱

耕

漠

は『

社

会

主

. 

'義
社
会
で
.は
単
一
の
全
人
民
所
有
制
が
一
一
様
の
.所
有
制
に
と
っ
て
か
わ
り
、
比
' 

'較
的
早
く
完
成
す
る
こ
と
、が
出
来
る

』

：
こ
.■.と

を
.み
と
め
て
い
る
。
又
衆
知
の
如..

V
.

マ
ル
ク
ス
，

.エ
ン
ゲ
ル
ス
は
社
会
主
義
を
論
証
し
、
単
一
の
全
人
民
所
有
制 

を
仮
定
は
し
た
が
、"
一

一

様

の

所

有

制

"
の

存

在

を

震

に

：い
れ
な
か
っ

(

&

)

. 

'

(

傍
点
引
用
者)

.
'と
。

す
な
わ
ち
、
"
社
会
主I

證
済
の
下
に
お
け
る
商
品
生 

産
と
価
値
法
則
が
の
存
在
と
そ
の
役
割
の
解
明
を
め
ぐ
っ
て
彼
が
従
来
の
鬼
醒 

——

ソ
ビ
エ
ト
,

の

一
応
の
結
論
で
あ
り
、

ス
タ|
リ

ン

の「

ソ
同
盟
に
お 

け

る

社

会

主

義

の

隱

題.

j

に
理
論
的
基
礎
を
お
く

——

に
批
判
的
な
、

S

 

. 

っ
た
自
己
の
展
開
を
本
論
文
で
行'お
う
と
す
る
顧
準
は
、"
ニ
様
の
所
有
制(

両

'

0
四

':
.(

八
八
四〉

种

所

有

制

〉

へ
が
単4
.の

金
-
<民
1

^

«(

単

：
ー
：
的
：佥

民

所

有

制

> 

に

全

面

的

，に 

移

行

す

れ

ば.も

は

：や

社

会

主

義

で

：は

な

1-
び
，
：
士

：
い

3

命

題

に

対

す

る

疑

問

か

.ら 

そ
の
論
理
を
始
め
る
。

.

.
：

.

ベ
彼
の
考
え
：に
^

れ
ば
、：

一
人
民
集
団
所
有
制
は
社
会
的
所
有
の
ひ
く
い 

籠

」

、で
あ
：っv

、.：3

様
：の
所
有
制
め
並
存
は
単1

の

金

入

民

^

^

へ

向

う 

過
渡
的
形
態
で
あ
り
、
単
一
の
垒
人
民
所
有
制
が
社
4
1-
義
の
純
絆
な
_

1

 

で
あ
る
。
..
,
'な
ん
と
な
れ
ぱF

社
会
の
分
配
原
則
が『

文
が
各
人
の
労
働
に
応
じ 

て

必

要
.>
;
す

る

も

：の
；：を

と

る

¥

も
の
で
あ
る
限
り
や
は
ひ
§

主
_

§

で
あ 

?
て

共

産

主

義

社

会

：で
：は
；な

(

^」

：
か

ら

：で

あ

る
0

従
っ
て「

社
会
主
義
制
度
下 

の
商
品
ハ
：.価
値
、」

貨
幣
な
ど
：の
問
題
を
研
究
す
る
塲
合
、
純i

：

な
社
会
主
譲 

彩
態
.で
あ
る
.

単
：：

一'
:の
全
人
民
碧
.に
.お
け
る
そ
れ
ら
：を
研
究
す
る
こ
と
が
、
過 

渡
的
形
態
.で
.あ
る
労
働
人
民
集
団
所
有
の
条
件
の
下
に
あ
る
状
況
を
解
叨
す
る 

に
便
利」

.と

.：い
う
'こ
と
に
な
る
。
.(

彼
に
ょ
れ
ば
'.「

社
会
主
義
各
国
に
お
い
て 

大

：工

業

生

産

の
.分

野
.で

は

す

で

に

全

人

民

所

有

制

の

企

業

が

支

配

的

，で

そ

の

生 

産

：は

国

民

経

済
.
Q

P常
に
大
き
な
比
重
を
し
め
て
.い

る」

か

ら

、
.
歴

史

的

順

序 

に
対
し
て
右
の
^
う
な
論
理
的
順
序
で
解
明
を
行
う
こ
と
も
撕
势
的
に「

可 

能」

で
あ
る
>

0

:■'
■

.

:

/ 

- 

'

こ

の

.
ょ

う

な

見

®

は
、，

す

.で

に

ふ

れ

た

如

く

1「『

国

家

的

所

有(

全
人
民
所 

有)
』

と
『

協
同
組
合
的
、

コ
：
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有

(

労
働
.人
民
集
団
所
有)』

と 

い
う1 

一6
か
於
態
で
社
会
主
義
的
な
社
ム

K

的
所
有
が
存
在
す
る

」

と
い
う
経
済 

学
教
科
書
に
現
わ
れ
た
従
来
の
オ

-

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
定
義
と
づ
れ
て
い
る
こ
と 

は
い
う
ま
で
も
な
い
。.

(

正
統
派
的
見
解
に
お
い
て
過
渡
期
の
所
有
形
態
は
、
遍

渡
期
の
経
済
娜
乾
で
あ
る
家
父
長
制
農
民
経
済
、
小
商
品
生
産
、
私
経
営
的
資 

本
主
義
、
国
家
資
本
主
義
、.

社
会
主
義
各
経
済
制
度
に
照
烙
す
る
小
規
模
の
私 

的
所
有
、
資
本
主
義
的
私
有
、
社
会
主
義
的
社
会
的
所
有
諸
形
態
で
あ
っ
て
、

こ
の
.場
合
の
〃
過
渡

—

は
社
会
主
義
体
制
確
立
へ
の
過
渡
期
で

'あ
る)

。

顧

. 

準
の
場
合
、
労
働
人
民
集
団
所
有
は
範
疇
的
に
は
私
有
と
は
区
別
さ
れ
る
社
会 

主
義
的
所
有
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
び
く
い
形
態
で
全
人
民
所
有
形
態
へ
.の
過
渡 

的
形
態
で
あ
.っ

て(

こ
こ
ま
で
は
前
者
と
相
違
が
な
い

)

、
'
全
人
民
所
有
形
態 

一
本
と
な
る
単一

の
全
人
民
所
有
制
が
〃
純
粋
に
社
会
主
義
的
所
有
“
だ
と
い 

ぅ
こ
.と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
主
義
の
メ
カ
一
一
ズ
ム
研
究
の
た
め
に
ば
、

労
働
人
民
集
団
所
有
制.
そ
れ
に
照
硌
す
る
協
同
組
合
経
営
を
止
揚
し
た
J
 

人
民
所
有
-
^

国̂
営
企
業
一
本
に
貧
く
法
則"
を
抽
出
す
ベ
ぎ
で
あ-?
て
そ
.の 

法

則

確

立

の

素

材

と

し

て

一

一

様

の

所

有

制

1
K

々
を
持
ち
出
す
こ
と
は
出
来
な 

い
こ
と
.と
诚
於
。
_ .従
っ
て
〃
社
会

'王
義
社
会
に
お
け
る
商
品
生
産
"
を
問
題
と
'
. 

す
る
時
に
、
そ
の
商
品
生
産
の
存
在
理
由
を
一
：一

.様

の

：
所

有

制

に

照

応

す

.
る

社

会
 

主
義
的
生
産
セ
ダ
タ

—

内
部
の
—-
一
つ
の
-部
分—

国
営
セ
ク
タ
-
と
協
同
組
合
ン 

セ
'ク
タ
|

|

批
互
間
に
生
1

が
商
品
と
し
ヤ
交
換
さ
れ
ざ
る
を.え
.な
い
こ 

と
に
.求
め
、
更
に
そ
.の
商
品
生
産
—

^
品
流
通
が
、\
全
人
民
所
^-
に

直

接

立
. 

脚
す
る
国
営
生
産
セ
ク
タ

-
そ
の
も
の
の
内
部
の
関
係
に.お

：
い

て

も

、

：
そ

..こ

で
. 

生
産
さ
れ
、.
分
配
さ
れ
る
生®

が
.通
品
形
態
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と

'

を
規
矩
ず(

，^
、
と
い
ヶ
ょ
ぅ
な
前
述
の
芷
統
派
的
見
解
に
対
し
て
’
顧

瑕

は

全

：
 

人
民
所
有
が
単
ー' 
に

存

在

す

：
る

：
ょ

^
.
.に
.な
一
る
、
.

(

彼

に

ょ

れ

ば
"
純
#

な

社

会

主

， 

内

夺

メ

カ.:
-
ー'-
-
ズ

：
ム

か

ら

商

品

生

産

.を
説
§
^

る
と
ぃ
タ
こ
ど
に
ー
な
兮

ざ

る

を

え

な

い0

(

注
O

K

V
マ
ル

.ク
ス
.、「

ゴ
ー
タ
耦
領
批
判

」
西
雅
雄
訳
岩
波
文
庫
四 

0
頁
。

C

注
8

T

.

社

会

主

義

社

会

に

お

•

い

.て

は

「

畠

有

一.
般
の
.
廃
止
で
は
，な
く
て
プ
ル 

:

ジ
ョ
ァ
的
所
有
の

^;

動」

.

べ
マ
‘
.
.ル
'
ク
ス
>

エン，ダ
ル
ス
選
集
第
二
卷
五
〇 

六
頁

)

が
行
わ
れ
、
生
産
手
段
は
社
会
的
所
有
と
な
る
。
そ
れ
が
第
一
段
階 

に
お
い
て
一
.一
様
の
所
有
制
と
し
.
て
存
在
す
る
と
き
、
ニ

.者
は
(1
)

所

有

の

、
壬

体

、 

⑵

そ
の
所
有
に
も
と
づ
く
各
企
業
の
生

'産
物
の
帰
属
の
仕
方
、
⑶
各
企
業
の 

賃

金

支

払

形

態、
.⑷
企
業
管
理
の
方
式
に

.
お
い
て
異
な
る
が
、
そ
：の
本
質
が

，

社
会
主
義
的
生
産
関
係
で
あ
る
こ
と
で
共
通
す
る(

ヴ

r

:
エ
ム
，
モ
ロ
ト

■

:

フ「

社
会
主
義
の
憲
法
じ
へ 

一H

ハ
七
頁
、
邦
訳
経
済
学
教
科
書
改
訂
版 

第
三
分
冊

.
六
.六

./
\
頁)

。

'

.

C.

注
9

)

'

藤

田

勇

「

社
会
.主

義

的

所

有

と

契

約

」

：
：四

頁

。

(

注
10)

'.
:

顧

準

..

前
掲
書
：
ー
1:

頁
。

'

■■
:

(

注
11
-
>
:同 

.同
：：：

頁

。
.

(

注
12)

：
政
治
経
済
学
教
科
書
:'

下

冊

人

民

.出

.販
社
：
.四
二
五
：頁
、
邦
訳
：

(

注
13)

「

中

国

人

玛

耿

治

協

商̂

_

殳
_

辋
2

;

第
ー
?.

ヽ
条
、「

現

代

中

国 

':

法

令

集1
,
.三

1
4
貢

。
-, 

. 

•

、

(

注

お

毛
’
沢

東
^

連

合

政

府

論̂

ー
パ
毛
波
東
会
集
第
六
卷
、

一

八

八

頁

。
.

.

(

按
15〕

ン

顳

準

に
4

:
れ
ば
ー
：
九

荃

ハ

：年

以

後

。
て

：:

へ

,

-;
'

©

五

:(

.
<八
五)

社
会
主
義
的
所
有.の
一一

つ
の
形
態
と
価
値
法
則

-



(

法
^

ノ

驗

耕

漠

-̂
論
社
会
主
義
商
品
生
産
的
必
要
性
和
包
时
が
消
亡
“

过
程
1- 

:
;
'-1
経
済
研
究」

一

九
五
六
年
'
:索

2.
期
，
四
卜
21
;
頁
0

'-
>
;
'
.

.

(

注
S

顧

準

前

揭

書

：
1
1

九
頁
。

.リ

ゝ

y 

,

v

. 

〈

注
18)

「

同 

パ
：S

K
。
： 

；
.

〈

注
19)

.

ホ
ス
ー
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
.ャ
ノ
.
フ
は「

社
会
主
義
盼
垒
人
民
所
有
に
ぼ
そ
れ 

:

を
.生
'慶
手
段
の
将
来
の
共
産
至
義
他
所
有
が
ら
本
質
的
に
区
..別
す
る
；若
干
の 

特
徴」

と
し
•てT

.
i
r

分
.の
労
働
'の

一

結

果

に

た

い

す

る

働

き

手

の

'
物

質

的

関

心 

'

が
社
会
主
義
生
庫
発
展
の
，決
定
的
な
力
と
な
.る
ょ
ぅ
な
労
働
力
.と
生
産
手
^
 

の
結
合
の
仕
^T

を
あ
げ
て
い
.る
。：

彼
は
商
品
.生
産
の
：存
在
理
由
を
社
会
：主 

.
義

的

所

有

：の
1
1つ

の

形

態.に
求
め
る
点
で
顧
準
と
は

.異
：な
る
が
、
全
人
民
所 

.

有
に
ヰ
^

ま
義
と
質
的
相
違
を
認

め
る
^

で
は
、
顧

申

の

論

琿

と

無

通

す 

气

~-
1
経
済
学
の
諸
問
題
_
1誌
、
五
七
年
八
号
、
邦
訳
、「

研

究

資

料」

.

1
 

:
2U
八
年
：ニ
夸
'

八
0

頁
。
'

'
つ
；
 

ぐ

:
.

(

注
20
> 

'政
治
経
済
学
教
科
書
.
.下
冊.

V

人
民
出
版
社
四
一
一
四
丨
五
頁
、
■邦

: 

訳

前

掲

書

..
六
六
'六
寅
.
0;'
' 

. •

■

.

(

注
21)

ヤ

•
ア
•
ク
ロ
ン
ロ

 

I
ド
は
こ
の
点
で
仝
く
顧
準
と
同
じ
立
場
に
立
.

。
つ
。

彼

に
‘ょ

れ

ば「

国

家

的

金

人

民

所

有

そ

れ

自

体.の
下
で
商
品
関
係
存
扭

.

.

の
主
、な

原

因

を

求

め

‘な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

.
つ
て
、
■
一
ー
様
の

—

㈣

は 

.

商

品
.生

産

存

在

の
'
辅

足

的

な

原

因」

：
に
す
：ぎ

な

い

。「

経

済

学

の

諸

問

題J:

誌 

:

五

七

年

.八

哥

、

邦

訳「

研

究

資

料」

；
五
.
八
.年

三

号

九
0

頁
。

:

'

.

(

注
2 2)

国
営
企
業
に
お
い
，て
生
，産
さ
れ
.る
生
産
■手
段
が
商
品
か
.、
商
品
.の
外

. 

.
被
を
ま
と

う

に

ず
ぎ
な
.
い
が
、
.

又
® -

営
企
業
間
で
；交
換
さ
れ
る
生
産
物
は
.商

.:
■

四

六
. 

'

(

八

八

六)

':
•

品
：で
あ
..■る
：如
，に
つ
い
て
は
、
ソ
学
界
で
種
々
な
：討
論
：が
あ
る
。
次
項
。

;'
.
'
.
:
.
v
.

;:
.
v
.''
r

'
,.
'
:.
.

-
'
:■
.
へ

： 

.

-
.
s
' ' 

-
-三
' 

へ

,

彼
は
.駱
耕
漠
.の
論
文
を
ひ
き
：つ
つ
，
社
会
主
義
制
度
の
下
で
は
主
要
な
生
産 

手
段
が
国
有
財
産
に
転
ず
る
こ
：と
に
よ
っ
て
、(

私
的
所
有
権
の
移
転
に
よ
る) 

「

商

品

生

産

一̂
品
流
通
1-
は
僅
か
に
！"
一
：
部

の

コ，ル
ホ
ー
ズ
市
場
に
お
け
る 

.
残
存」

を
の
.こ

す

の

み

と

な

っ

た

こ

と

、し
か
し
な
が
ら
社
会
主
義
の
第
一
段 

_

(

こ
の
理
猶
が
前
項
ー
に
：指
摘
：し
た
如
く
問
題
で
あ

る)

に
お
い
て
一
1

1
の
社 

会
的
所
有
制
が
並
存
す
る
条
件
の
下
で
ほ
、
相
互
間
に
生
i

の
交
換
が
商
品 

交
換
と
し
て
行
わ
れ
；る
が
A
一「

そ
れ
ぞ
れ
は
社
会
主
蘭
^&

J

で
あ
り
、

:
そ
れ
ら
の
交
換
は
/'「

商
品
交
換
1-
で
.は
あ
る
が
、
そ
れ
は
私
的
所
有
の
下
に
お 

け
る
.私
的
商
品
生
産
者
間
に
.行
わ
れ
る
も
の
と
は
異
質
的
な「

特
殊
な
商
®
生 

ー
産
|_
_
:
.に
.よ
る
も
.の
で
あ
る
こ
.と
を
指
摘
す
る
。，
す
な
.わ
ち
顧
準
は
い
ぅ
、「

わ
れ 

わ

れ

は

労

働

人

民

售

団

所

有

.̂
が

社

会

主

義

の

所

有

制

.の
中
で
.の
一
つ
の
ひ
く 

い
段
階
で
'あ
る
と
い
ぅ
：こ
と
を
0.
べ
る
寒
は
出
来
る
が
、
労
働
人
民
集
団
所
有 

制
と
全
人
民
所
有
制
と
の
間
.の
生
産
物
交
換
が
1一

種

の

げ

ん

み

つ

な

い

み

で

.の 

’商
品
交
換
で
あ
り
："

マ

ル

ク

ス

，
：
エ

ジ

ゲ

ル

：ス
.
が

指

摘

し

た

よ

ぅ

な

私

有

制

の 

下
、
：あ
る
い
は
資
本
主
義
下
の
商
品
交
換
で
あ
る
と
の
ベ
る
事
は
出
来
な
い
。

/

こ
の
よ
う
な
交
換
.

は
.；

コ
.ル
.ホ
I
ズ

を

自

発

的

に

資

本

主
；！

： g

傾
向
の
限
度
内
で
■ 

つ
く
り
か
え
る
事
が
出
来
よ
う
は
ず
も
な
く
、，
本
質
の
上
で
国
営
企
業
間
で
の 

交
換
或
い
：は
国
営
企
業
と
労
働
者
と
の
交
換
：(

も
し
も
そ
れ
が
交
換
と
呼
ぶ
事

が
出
来
れ
ば)

と

同

じ

姓

質

を

具

備

し

て

い

：
る

^

と
。
-更
に
，「

勿

響

働

人

民
.

集
団
所
有
制
の
経i

本
質
は
決
し
：て
時
期
ぢ
よ
り
場
合
に
よ
が
そ
れ
ぞ
れ
向

じ
も
の
.
.で
は
な
い
。
あ
る
.場

合

、

あ

る

：時

期
:̂
お
.い
，
て

は

そ

れ

ら

の

自

発

的

な

資

本

主

謂

麗

は

若S

紅
ま
ヴ
、..
.あ
る
.

い
は
は
な
ほ
だ
し
き
に
至^

て
は
、

.

.

全
人
民
所
有
制
に
近
づ
く
程
度
に

(

ま
'

で
：到
達'
ず
る
？.
他
の
場
合
、
他
の
時
期
.に

お
い
て
は
自
発
的
な
資
本
主
；̂

^

勢
は
若
干
，；

v

よ
ま
乃
、'！
お
る
い
は
完
全
に

国
-̂
の
賺
計
画
の
軌
道
.の
上
で
生
産
、
.交
換
を
行
わ
な
.̂
こ
と
も
あ
る
。"
し

•.
-か
し
こ
れ
ら
の
波
を
除
い
て
は
、
全
人
民
所
有
制
が
国
民
経
済
の
：き
わ
め
て
太
,

ぎ
い

比

罾

を

し

め

て

い

，
る

条

件

の

7

で
労
働
人
民
集
団
所
有
制
が
国
家
の
経
済

.計
圆
に
服
從
し
：て
.い
る
こ
と
ば
、
、1

■般
的
に
問
題
、が
な
い
こ
と
.で

あ

る

"

こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
も
内
部
の
分
配
関
係
が
社
会
主
蘭
関
係
で
‘あ
ね
さ
.
え
す
.れ

ば
：
一

蘀

の
f

制
©

間

の

関
^

も

必

然

的

に̂

^

^

的

な

目
^

で
.あ

る
。

.

こ
の
よ
う
；な
関
係
は
、
私
有
制
下
の
ニ
つ
の
商
品
生
産
者
と
の
.間
の
関
係
と
は

i

) 

• 

■

渠

的

に

こ

と

な

？
た
も
の
で
あ
る」

と
0
1

.
ま

ず「

な
ぜ
ニ
.様
の
所
有
制
の
間
に
生
産
物
交
換
が
存
荏
し
て
お
り
、
、社
会 

主
義
生
産
が(

そ
の
場
合)

商

品

生

産

，で

あ

る

と

い

え

る

の

が

」

'，
.と

い

うr

ソ

同
盟
に
お
け
る
S

臺

義

の

経

篇

諸

醒

：

泠
_

て

彼

は

；次'.
©

如

く

説

. 

明
し
て
い
る
。
即

ち『

生
産
諸
手
段
が
社
会
.に
よ
：っ
：て
掌
握
さ
れ
る
と
と
も 

に
、
商
品
生
産
が
雪
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
.生
産
者
に
た
い
す
る
生
産
物
の 

支
配
も
^

^
さ
れ
る』

。
，『

そ
の
：と
き
社
会
は
計
画
的
に
生
産
を
行
っ
て
ゆ
く
だ 

ろ
う
、
生
産
の
無
政
府
状
態
は
も
は
々
存
在
.し
な
い
だ
ろ
う
'し
、.
そ
の
社
会
の 

生
}

^
は
直
接
に
再
生
産
の
：生
産
手
段
と
生
露
料
を
交
換
す
る
だ
る
う
し
、
.

釔
は
や
交
換
の
.た
め
の
生
産
の
商
品
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
，

』

と
い
う
有
名
な 

.:
エ
マ
ン
ゲ
ル〗

'ス
の
提
言T

反
デ
ュ
ー
：
|

リ
シ
グ
論
J
Iを
：と
り
あ
げ
、

マ
ル
ク
ス
‘
エ 

V

ゲ
ル
ス
が
社
会
主
i

会
に
.お
げ
る
生
産
串
段
の
：̂
会

化

の

■下

で

商

品

生

産 

が
行
わ
れ
な
い
と
論
;1
:
:て
.
.い
る
の
は
；、
そ
れ
が
単
.一.
.の
全
人
民
所
有
制
.を
指
し 

て
■い
る
こA

J

に
住
意
を
喚
起
す
る
。
ず
な
わ
ち
，一；部
で
ば
な
く
す
ベ
て
の
生
産 

¥

段
が
、§

$

さ
れ
る
办
み
で
な
く
羅
的
所
有
故
い
う
威
雜
に
藝
主 

:
義

的

な

所

有

形

態
"

に
移
行
し
た
高
度
の
社
会
主
，義
社
会
を
論
じ
て
い
る
点
で 

'.
あ
る
。：：
し
か
し
な
が
ら
社
会
主
義
办
第
1
,期
に
ば
ー
.
'
1つ
の
社
舍
王
霞
所
有
形 

態
が
錐
存
し
て
い
る
。
':「

単

1

の
全
人
民
所
有
の
下
に
お
け
る
国
営
企
業
の
生 

産

物

は

国

家

の

所

有

で

あ

る

が

、

■■
•
'
:
労

働

人

民

集

団

所

有

の

下

に

お

け

る

コ

ル

ホ 
-

丨
ズ
の
生
産
物
は
コ
,
ル
.ホ
ー
ズ
.の
所
有
者
が
主
体
的
に
処
理
す
る
こ
.と
.ど
な
っ 

て
ぉ
り
、
'
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
そ
の
生
讓
と
'コ
ル
.ホ
：.丨
ズ
に
.必
•要
な
商
品
と
交 

.
換

に

禳

渡

し

た

ー

ど

考

え

る

以

上

-'
.コ
ル
ホ
ー
ズ
は
商
品
と
、い
う
形
態
に
ょ
る 

売
貢
を
通
じ
て
.の
•交
換
以
外
に
は
国
営
企
業
と
.の
結
び
ら
き
を
う
け
'い
れ
な
い 

が
ら
,—
で
あ
る
。r

匆
論
ニ
つ
の
基
本
的
な
生
産
セ
ク
タ
ー
、
国
家
セ
ク
タ
ー
と 

•コ

ル

ホ

ー

ズ

的

セ

ク

タ

ー

に

^

っ
て
、
国
内
©
オ
べ
て
の
消
費
物
質
を
処
理
す 

る
.権
利
を
も
つ
と
こ
ろ
の
、
す
べ
：て
の
包
含
す
る
一
つ
の
生
産
セ
ク
タ
1

が
ぁ

，
 

.
ら

わ
れ
る
と

き

：に
は
、
商
品
流
通
と
そ
の「

貨
赂
経
済」

.と
は
、
国
民
経
済
の 

不
必
要
な
要
素
と
し
：て
消
滅
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
'し
t

う
い
う
生
産
セ
ク
タ
丨 

が
.な
い
あ
い
ぎ
は
、
：ニ
つ
：の
基
本
的
生
産
卞
ク
タ
丨
が
の
こ
ら
て
.い
る
あ
い
だ 

は
、.：商
品
崖
と
商
品
流
通
各
は
国
民
経
済
の
体
系
の
な
か
の
' 
必
要
で
ま
た 

非
當
に
有
益
な
要
素
ど
し
て
依
然
ど
し
て
カ
を
も
マ
て
い
る
ベ
き
も
の
で
あ

■

四

七
.(

八
八
.̂
:

)

社
会
主
義
的
所
有
の
二
つ
の
形
態
と
価
値
法
則



る
^
.
:
bか
^

、
顧
準
は
.考
え
る
0̂
^

書
は
決
1>
:

て
明
確
'̂

こ
0

.亡
>,
が
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
と
.は

指

摘

し

て

：
い
な 

i
°
:
同

書

は

か

つ

：で

別

な

論

点

に

-立
'マ
贊
坐
産
货
商
品
の
原
因
と
な
り
'V

 

:也
屢
め
所
有
権
が
珍
転
し
た
と
述
べ
た
。
：駱
耕
漠
は
国
有
制
の
不
で
商
品
生 

産
を
^

つ
く
.っV

い
?)
-
も
の
は
：商
品
の
所
有
制
の
移

行

：で

あ

る

と

考

え

'て
い 

る

。:'
.
.
'し

か

し

所

囊

：の

概

念

：は
；

j
'

つ
の
法
律
概
念
^

あ
り
、b
法i

k

係
は
経
済 

関
係
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
の
.で
あ
り
、
も
と
も
と
い
か
な
る
経
済
関
係
で
も
な 

い
の
で
あ
るC

資
本
論
第
1
卷
六
九
丨
七
0

頁

鮝

照)

。

：
‘
.
：
だ

か

ら

法

律

関

係

(

注
27〕

..を
引
用
し
、
経
済
関
係
を
解
釈
す
る
こ
と

は
必
ず
し
も
妥
当
な
こ
と
で
な
い」 

(

傍
点
外
用
者)

。

' 

:

.

,謹

な

の

は

「

特
殊
商
品
生
産」

の
定
義
に
あ
る
、

と
彼
は
：指
摘
す
る
。
 

「

も
し
も
一
‘

一
つ
の
所
有
制
が
本
質
的
に
同
じ
.で

あ

り

、
.社

会

主

義

社

会

で

は

こ 

Q

よ

う

な
®

に
改
変
さ
れ
た
商
品
交
換
，と
貨
幣
経
済
が
存
在
し
て
い
る
と
し 

て
も」

、「
『

流
通
過
程
を
通
じ
る(

売

赁

突

換

遍

，程

を

経

：る

>
生

産

物

は

商

品

で 

あ
る』

と

い

う

と

う

か

。
こ
の
定
義
に
準
ず
れ
ば
売
買
交
換
過
程
を
経 

て
所
有
権
.の
移
転
の
行
わ
-れ
な
い
も
の
は
商
品
で
は
な
い
、.
の
だ
か
ら
、
 

f

と
い
う
分
配
道
果
を
廃
止
し
、
生
産
物
が
直
接
的
に
分
配
交
換
さ
れ
る
時 

に
は

じ

め
て
商
品
生
産
が
完
全
に
消
滅
す
る
事
が
出
来
る
と

い

う
こ
と
に

な

る
 

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
方
は
社
会
主
義
の
生
産
関
係
を
深
く
分
析
し
た
の 

ち
に
得
ら
れ
た
結
論
で
は
な
く
て
、
商
ロ
羅
通
の
表
面
か
ら
く
み
と
っ
た
理
論 

に
す
ぎ
な
い」

、
と
し
て
顔
準
は
次
の
如
く
結
論
す
る
。r

社
会
的
生
産
は
た
え 

ま
の
な
い
流
れ
で
あ
り
'

凡
て
の
社
会
的
生
産
物
、
消
費
資
料
ど
生
産
手
段
と

.

-

-

四

八

ノ(

八

八

八
> 

-

は
分
離
し
て
考
察
さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
所
有
権
の
移
転 

で

あ

る

が

と

ぼ

関

係

な

^
-
全

生

繼

が

.(

経

済

計

算

制

の

下

に

お

い

：
て

)

.
交

換 

の

た
め

に
^
値

を

は

；か

ら

れ

な

げ

.れ
ば
な
ら
ず
、
¥

ベ
て
の
生
産
物
が
他
部
門 

と
交
換
さ
れ
る
以
上
、
す
べ
て

は
.そ
の
よ
う
な意
味
で
.「

商
品」

.
で
あ
る
とい

>

.

♦
ン 

/
 

I

V

わ
ね
ば
な
ら
.な
い」

。

そ

じ

て

彼

は

？

し

て
-1
現

在

拙

会

主I

済
に
お
い
で
商
品
生
産
が
存 

在
ず
る
所
以
：

£

肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

し
ヽ
そ
の
原
因
は
.「

経
済
計 

.
算
制
度
が
存
在
す
る
が
ら
で
あ
っ
て
、
ニ
様
の
所
有
制
が
並
存
す
る
結
果
で
は

(

注
30)

 

■
.

な
い」

：C
と
を
強
調
す
る
，
顧
準
は
こ
こ
：に
.
.お

い

て

'

(

社

会

主

義

社

会

に

お

い 

て
.r

特
殊
な
商
品
生
産」

一
H
g

品
流
通
が
存
在
す
る
理
由
を
一
一
つ
の
異
な
っ 

た
生
産
セ
'ク
タ
ー
の
並
存
に
求
め
、
従
っ
て
そ
の
消
滅
I

単
一
の
全
人
民
所 

有
制
の
.出
現
に
よ
り
商
品
生
産
一
®
品
流
通
が
な
く
な
る
と
い
う
従
来
の
公 

式
的
見
解
に
対
し
て
異
な
っ
た
体
系
を
提
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。
顧
準
に
と
っ 

て
.は
、
前
項
で
指
摘
し
た
如
く
労
働
人
民
集
団
所
有
制
が
な
く
な
り
'
単
一
の 

全
人
民
所
有
制
が
全
面
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
分
配
原
則
が「

必 

要
^

応
じ
て」

'-
;.:で
な
く「

労
働
に
応
じ
てj

で
あ
る
限
り
社
会
主
義
社
会
で
あ 

り
、
又
単
一
の
全
入
民
所
有
制
こ
そ
純
^

の
社
会
主
義
的
所
有
で
あ
る
か
ら
、
 

「
商
品」

(

こ
.
.の
定
義
こ
そ
.問
題
次
あ
る

)

生
産r

-
H
g

品
流
通
は
単一

の
全

人
民
所
有
-
-
国
営
生
産
セ
.ク
タ
I 
.一
 

本
に
転
化
し
た
社
会
に
お
い
て
も
当
然

存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

.
の
存
在
の
基
盤
は
経̂
計
^
制
度
の
下
に
各
部
門

:

—

 

、
，
、、
 

, 

(

注 
S

 
ク
ロ
.ン
 

口
-
ド S

 

繁

照)

間
に
生
産
物
が
必
然
的
に
交
換
.さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

彼
に
よ
れ
ば
、し
た
が
-?
て
、第

}
段
階
に
お
け
る1
1

様
の
所
有
制
の
間
の「

商

品
交
換1

は
、1

1

様
の
所
有
制
に
照
応
す
る
ニ
つ
の
生
産
セ
ク
タ
I

の
存
在
か 

ら
説
明
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
：
"

価
値
法
則
の
作
用"

に
基
.い
て
等
価
物
が
交 

換
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
異
なっ
た
生
産
セ.
ク
ター

に
お
け
る
生
産
物
交
換
に- 

働
い
た
結
果
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
.

で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
国
営
企

I
B
：

部
の 

各
部
門
間
に
お
け
る
虫
産
物
交
換
と
異
な
る
も
の
で
は 

.

す
な
わ
ち
顧
準
は
駱
耕
漠
の
i

5

を
び
き
、「

単
一
.
の
全
人
民
所
有
制
の
下 

で
、
.

社
会
が
尚1

を
用
い
て
消
費
資
料
を
分
配1>
、
貨
幣
を
利
用
し
て
計
算 

を
行
う
場
合
社
会
的
生
産
は
や
は
り
商
品
生
産
で
あ
る
か

」

、

と
い
う
問
題
提 

起
に
対
し
て
、
.

「

|

に̂

じ
て
報
_

と
経̂

^

# :

を
行
い
、

貨
龄
を
利
用
し 

て
■

物
資
と
分
配
す
る
と
き
に
う
生
産
物
は
必
ず
そ
の
価
値
を
許
ら
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
こ
と
が
す
な
わ
ち
商
品
生
産
で

.

.あ
り
、
貨
僧
経
済
で‘

I
.)

あ
る
1

と
い
う
の
で
あ
る。
|

.
 

■

.

こ
こ
で
顧
準
の
論
理
を
理
解
す
る
た
.め
に
'は
、
ど
う
し
て
も
彼
の
価
値
及
び
.

価
値
法
則
の
概
念
吋
容
を
故
討
せ
ね
ば
.な
ら
な
い
。

.

. 

. 

. 

-

■ 

-

(

驻
23)

.
顧
準
:

前
掲
書
:

.:
ニ
九
頁
。.
：.

V

•:

(

注
24)

'.
.
同
':
'
'

(

法
25
“

26)
「

ソ
ー
同
盟
に
，，ぉ
げ
る
社
会
主
義
の
皿
^

⑽
諸
問
5

ぎ
田
貫
ー
趴

.

国

民

文

庫

：ー
七
丨
ニ

-'

九

、
さ
ー
一
頁
。
：

\

へ̂

(

注
.ぢ

.'

.顧

準

前

掲
«

:
ニ
九
頁
。

'
..
:
;
:
:

(

法
28)

同

三

一

丨

ー

ー
一一
一
頁
。

こ
の

定
義
は
^

り
に
も
素
朴
で
あ
る
が
、
 

.

要
は1

般
に
商
品
：と
し
て
生
産
物
：が
あ
^

ゎ
れ
る
た
；め
«

条
件
と
し
: 0

、
.社

会

的

分

業

と
私
有
制
'が

お

げ
,ib

れ
る
時
、
同
じ
社
会
的

所
有
で
あ
っ
て

所
有 

主
体
が
異
な

.
る

.

(

一'一
つ
の
セ
ク
タ

ー
)

こ
と
が
^

#

と
な
る
'
か
、
同
一
主
体 

(

国
営
セ
ク

グ

S

内
，の
所
有
権
移
転
：の
な
い
場
合
も
ふ
く
め
て

「

特
殊
な

」

 

商
品
の
-
説

明

と

，
す
.
る
>

e

ハ
シ
コ
フ
な
ど

)

、
'

又
社
会
的
分
業
の
'と
ら
え
方 

:

を

問

藏

に
1>
:

て
い
'
.る
，％

け

で

あ

る'o
文

：せ

会
；

^

働

と

私
的
労
働
と
の
矛
盾 

■

の
解
消
や
価
値
と
使
用
価
値
の
弗
敵
対
的
矛
盾
の
.概
念
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
こ

.

一
.

：

.

' 

'

.
T-
. 

■
.

の
と
ら
え

方
に
つ

い
て
ソ
学
界
で
問
題
：が
多
.
々
あ
る
が
割
愛
す
る
。

(

注
2 9

ゾ
:.

顧
準
.

三
一

1

頁

！

：
。

.：

尙
ソ
学
界
討
論
会
で
呔
ゲ
.

ァ

.
'
コ
ズ
卩
フ
が 

顧
：準
と
同
じ
.く

「

社
会
主
義
経
済
で
の
：再
坐
産
過
程
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の 

は
統
一
で
あ
っ
て
、

こ
の
練I

は
商
品
と
.
非
商
品
i

の
.平
行
的
流
通
な
ど
と 

い
ぅ
こ
と
を
と
て
も
#

え
ら
れ
な
，い
も
の
に
し
て
い
る」

と
し
て
社
会
主
義 

の
：も
と
で
：の
生
産
手
段
が
商
品
形
態
を
右
っ
こ
と
を
強
調
し
た
。
彼
に
ょ
れ 

:

ば
商
品
の
.
内
容
於
価
値
で
.
あ
'
り
、
生
產
手
段
が
価
値
を
も
っ
か
ぎ
り
、
そ
れ 

.
は
形
態
ば
'か
り
で
な
く
本
質
か
ら
い
っ
て
も
商
品
で
あ
る
。
，彼
に
批
判
さ
れ 

f e

デ
'
•

テ

コ

ヴ
.
ア

レ

，
フ

ス

：
キ

I
:
は
、：
所
有
者
の
交
替
を
と
も
な
わ
な
い
隣 

:

り
商
，品
で
は
^

い
：
が

：
ら

、

'

也

：
產

手

段

は

：
商

品

で

，
对

な

<:
、
';「

ソ
同
盟
.に
ぉ
け 

へ
る
社
会
：主
義
の
経
済
的
諸
問
題
.
！
.の

命

題

：
た

：
る

.，"
商
.品
.の
外
被
を
か
ぶ
っ
で 

.

い
る
"

i

い
5

見
解
を
芷
し
い
と
.
み
な
し
.
て
.い
る
。

：
：
.
'

(

法
3 0〕

\

顧

準

：
前
掲
書
1

1
ー̂

'

'

.

.
ヤ

.
ア
V

メ

ロ

：

V

 

ロ
，
丨

ド

は
2

入

民

§

が

社

会

的

所

有

の

支

配

的

形 

\

靡

な

の

で

あ

る

か

ち

、
：社

会

主

義

.の
一
下
で
み
商
品
関
係
の
存
在
を

 

一
—-
っ
の
所 

:

有

形

態

の
.並

存

が

喪

で

な

ぐ

、i

人

民

所

有

が

卞

に

：お
.け

る

メ

ヵ
：—

X

ム
か

.

'

四

九

(

八
八
九)

社
#

王
義
的
所
有
の1

1

つ
の
形
態
と
価
値
法
則



ら
'説
明
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

1

と
じ
て
'
、
‘
そ
の
'
原
因
一(

各

企

業

間
I

.

 

国
営
生
産
セ
ク
タ

!
の

内

部

を
.
も
‘

ふ
く
め
；た
I

の

生

産

物

交

換

が.
商
.品

形
. 

靡

を

と

る

：ご

と

の

)

を

：'「

等

価

の
|1
*

則

の

ぅ

ぇ

に

交

換

す.る

た

め
.
の
商
品
と

- 

し
て
生
：座
物
を
坐
産
す
る
必
要

.は
、直
接
に
社
会
的
な
勞
働
の
非
敵
対
的
な
、
 

.
-し

が

し

ぎ

わ

め

，
て
，
本

質

的

な

内

部

矛

盾

一

^

全

体

ム

1>
:
て

0'
.社

会

的

生

産

物 

.
の
坐
産
に
支
出
さ
れ
る
総
労
働
と
個

_々
の
.
社

会

主

義

的

企

業

に

；ょ

る

生

産

物 

0

‘
.生
.摩
.に
支
出
さ
れ
る

'
個

人

的

扭

ょ

び

集

団

的

労

働

と

の

矛

盾

-
—

で

あ

る

■

と
と」

か

ら
説
明
す
る
0「

直
接
に
社
会
的
な
労
働
.：の
生
産
物
が
商
品
と
し
て 

，生
.産
さ
れ
、：交
換
さ
れ

る

の
ば
、
総
生
库
物
に
_物
象
化
さ
れ
た
労
働
と
し
て
は 

社
会
的
労
働
全
体
と
個
々
の
#

砠
価
値
に
ふ
く
ま
れ
た
そ
の
各
部
分
と
が
平 

抱
の
等
し
い
'

直
換
：に
.社
会
的
な
夯
働
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
生 

産
物
に
物
象
化
さ
れ
，た
倜
人
的
な
い
1

集
団
的
労
働
.と
し
て
は
、
.こ
の
労
働「

. 

故
社
.会
的
に
同
質
で
な
ぃ
労
傲
の
異
質
的
な
も
の
で
あ
る

。

.
だ
'か

ら
そ
'れ
は 

.

直
：接
^

社
会
的
な
务
働
.で
は
あ
る
け
れ
ど
'% .

、
：等
し
い
平
均
：の
社
会
的
労
.

.

.
で
は
な
い
.の
で
あ
る
。
.
こ
の
.
.ょ
ぅ
な
矛
盾
は
.直
接
に
社
会
的
な
労
働
を
.体
，現 

す
る
生
産
.物
は
マ
'ル
.ク
X

の
.=
-日
葉
.を
か
ゥ
れ
ば
直
接
的
な
被
.交
換
性
を
も
だ 

な
け
れ
ば
.
な
ら
な
.い
が
、
.
し
か
し
社
余
的
に
.同
質
で
は
な
い
労
修
の
坐
摩
物
.
. 

'
と
し
.て
は
、
そ
れ
は
こ
ぅ
し
-た
被
交
換
性
を
も
た
な
い
と
い
ぅ

こ
と
に
あ
ら 

.
わ
れ
る
。，
社
会
主
義
の
も
と
で
o '

直
接
に
社
会
的
な
労
働
に
特
有
の
.こ
の
非 

敵

対

.
的

な

矛

盾

と

そ
、v

労
働
：生
産
物
の
等
価
交
換
が
必
要
：と
な
る
.
と
.き
.、
■社 

会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
物
が
.商
品
と
し
て
生
産
さ
.れ
交
換
^

れ
る
.ょ
ぅ 

に
す
る
の
.
で
あ
る
タ
商
品
す
な
わ
，ち
.肺
値
と
し
て
の
生
産
物
の
，生
産
と
交
換
,

五
〇

(

八
九
〇)

は
:'
'
-上
述
：の
矛
盾
を
解
決
：す
る
形
態
な
©

で
あ
る
。
,こ
の
過
稈
で
同
質
で
も 

な
け
.れ
ば
等
し
く
も
な
い
背
働
が
、
等
し
い

'、
平
均
の
、社
会
的
労
働
に
還
元 

さ
れ
る
の
だ

」

と
。
ィ

.
:エ
ス
，
マ
ル
ィ
ジ
フ
.も
ニ
つ
の
所
有
制
か
ら
商
品 

:

生
糜
を
説
明
す
る
立
場
を
：批
判
す
る
。「

研
究
資
料
,-
前

掲

書

1

九
五
八
年 

.'
■

'

-

♦
/\
'
从
|

九
頁
、
.'
/
:
.九
.五
_頁
。
：
 

.

‘(

法
31
:

)

国
営
セ
ダ
.：タ
1
の
中
で
流
通
オ
石
生
産
手
段
が
商
品
で
あ
る
か
否
か 

に
つ
い
：て
の
討
論
は
す
で
.に
ふ
れ
た
が
、
ぺ
.
エ
ム

,
パ
ヴ
口
フ
は
こ
の

商 

品
的
性
格
を
否
定
す
各
と
と
は
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
経
済
的
本
性
に
つ
い
て
誤 

っ' 
た
観
念
'を
生
み
出
し
、
.
そ
の
.価
値
針
箅
に
混
乱
を
産
み
だ
し
た
こ
.と
を
指 

摘
し
.：て
そ
の
論
理
を
，展
開
す
る
.(

前
掲
書
ん
.五
頁)

。

.(

注
3 2)

.
顧
準
:'
前

掲

箐

三

三

頁

。
..：

ノ

- 

■ 

. 

. 

•.

顧
準
は
す
で
に
社
会
主
®

会
真
お
け
る
訐
画
経
済
の
塞
礎
と
し
て
の
経
済 

計
算
制
が
-「

避
け
ら
れ
な
.い
も
の
と
し
て」

価
値
と
麗
ど
を
必
要
と
す
る
こ 

と
を
指
摘
し
て
来
た
。

そ
こ
で
問
輝
と
な
る
の
.は
、

義
で
は
德
は 

ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
:̂

か
：一
と
.い
う
.こ
と
と
な
る
。

.

す
で
ね
前
項
で
指
摘
.レ
：た

ょ

ぅ̂

顧
準
は
従
来
め
見
解——

す
な
わ
ち
生
. 

産
手
段
の
社
会
的
所
有
办 
一
S

の
#

態

に

条

件

づ

け

ら

れ

て

、

_

罾

企

業

に

お 

.け
る
労
働
と
コ
ル

.
ホ
|
ズ
に
お
^

る
労
働
の
社
会
化
の
程
度
に
差
異
が
あ
り
、
 

両

坐

産

セ

夕

タ

ー

は

：
相

互

一

に

生

産

物

を

売

買

交

換

過

程

を

逋

じ

て

交

換

す

る

. 

一(

商
品
流
通
：
} 

“
時
に
国
営
部
分
で
生
産
物
を
生
産
す
る
.の
に
支
出
さ
れ
た
社
会

的
労
働
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
部
分
で
生
産
物
を
生
産
す
る
の
に
支
出
さ
れ
た
社
会
的 

労
働
と
を
直
接
に
労
働
時
間
で
あ
ら
わ
し
て
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ

. 

.
こ
で
エ
業
生
産
物
の
生
産
に
支
出
さ
れ
だ
社
会
的
労
働
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
：の
生
産 

物
の
生
産
に
支
出
さ
れ
た
社
会
的
労
働
と
を
価
値
と
価
値
形
態
と
に
よ
'.っ
て
間 

接
に
表
現
し
て
測
萣
す
る
こ
と
が
必
要.と
な
る
。
こ
の
測
定
は
労
働
者
と
.コ
ル 

ホ
丨
'ズ
貴
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
具
体
的
労
働
を
商
品
の
啦
値
を
：つ

.く

り

出
• 

す
抽
象
的
労
働
に
還76
す
を
こ
と
を
%

と
と
し
.て
お
こ
な
わ
れ
る0

.
従

っ

て

ご 

の
見
解
は
願
準
に
よ
れ
ば
ニ
つ
の
異
な
？
た
社
会
主
费
生
産
セ
ク
タ

I
.
 

S
様 

の
所
有
制
に
も
と
づ
く

)

間
の
生
産
物
交
換
が
、
社
会
主
義
の
社
会
的
価
値
の 

.存
在
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る

——

に
対
し
て
批
判
的
立
場
を
明
ら
か
に
す

. 

る
。
そ
の
よ
ぅ•な
.立
場
を
と
っ
て
い
る
ひ
と
び
と
は

「

工
ン
，

ル
ス
が
"
経
済 

学
が
知
っ
て
い
る
唯
一.の
—

は
商
ロ
g

wfi
t

で
あ
る
〃
と
述
べ
た
こ
と
に
も
と 

づ
い
て
い
る
。
こ
の
論
証
は
社
会̂
■

♦

に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
商
品
は
す
な 

わ
が
邊

通

過

程
"

を
経
た
生
覆
で
ぁ
る
と
い
ぅ
論
理
ど
照
苏
す
る
。
し
か
. 

し
社
会
、王
義
の
国
民
所
得
の
織
に
言
及
す
れ
ば
、
；
，

"
価
値
を
具
備
す
る
生
産.
. 

於

(

具
.̂
价
値
的
産
品)

(

一
一
つ
の
セク
タ

I

間
で
交
換
さ
れ.る
も
の…

引
用 

者)

及
び
.
〃
価
値
形
態
を
具
備
す
る
生

1
1̂
5

 

C

具
有
价
値
形
式
的
産
品

)

'.(

国 

常
セ
ク
タ
ー
内
部
で
流
通
す̂
%■
の…

引
.用
者)

' 
も
そ
れ
ぞ
れ
価
値
：に
よ
っ
て 

見
積
ら
れ
る
.

f

す
な
わ
ち「『

社
会
主
義
の
下
で
商
品
生
産
が
存
在
す
る
か
ぎ 

り
、
.国
民
所
得
全
体
と
そ
の
す
べ.て
の
要
素
は
ど
の
わ1
な
現
物
形
態
.を
：と
'っ 

て
い
る
か
に
か
か
わ
り
なく
、
伽
値
に
よ
っ
て
はか
ら
れ』

^

^

一マ
ル
ク
ズ
：
. 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は

そ

の

'
か

れ

ら

の

著

作

の

中

：で
社
会
主
義
で
は経
済
計
算
制
を
実

行
す
る
必
要
を
提
起
せ
ず
、
生
産
物
の
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
と
の
間
の
- 

矛

盾

を

謹
.せ
ず
、
し
た
が
■っ
て
社
会
主
義
の
生
産
物
が
価
値
に
転
化
し
な
：い 

で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
が
.、
と
の
こ
hと
は
怪
し
む
に
足
り
な
い
：。
わ
れ
わ
れ
は
マ
. 

ル
ク
ス
.主
義
の
礎
石
を
淀
め
る
人
を
要
求
す
る
事
は
出
来
な
い
。
.社

会

主

義

の
. 

ー
切
の
陬
題
を
ず
べ
'
.て
わ
れ
わ
れ
に
適
当
に
解
決
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
、が

讓

を 

引
証
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
わ
れ
わ
れ
が
生
存
し
て
い 

る
社
会
主
義
社
会
の
具
体
的
な
経
乾
関
係
を
分
祈
す
る
事
で
あ(

5 1)

と
し
て
、

社
会
、王
#

社
会
に
の
.ぼ
る
：生
産
物
の
価
値
を
経
済
計
算
制
に
よ
る
必
要
と
の
関. 

連
か
ら
と
き
あ
か
そ
I

と
す
る
の
で
あ
る
。
顧
準
は
い
う
、「

社
会
主
義
の
経
済 

関
係
を
分
析
す
る
と
、

.一一
様

の

所

有

制

が

1
.

つ
.
の

所

有

制

に

と-?
て

代

ら

れ

る 

.と
き
、.
経
済
計
算
制
度
は
も
は
'や
存
在
し
え
ず
、
生
霧
の
分
配
は
労
働
契
約 

証

制

(

領
物
憑
証
式
.的
労
働
券)

.を
採
用
す
る
事
が
出
来
、
し
た
が
っ
て
価
値 

形
態
も
も
は
や
存
在
し
え
な
く
.な
'̂

で
あ
ろ
う
と
.い
う
こ
と
を
証
明
す
る
事
は 

出
来
な
い
。
経
済
計
算
制
及
び
価
値
形
態
を
と
o'
除
い
た
あ
と
、
ど
の
よ
う
な 

ゾ
方
法
を
も
.っ
，て
一
切
を
十
分
に
#

明
し
、

の

潜

在

力

を

向

，

上

す

る

事

が

出

来

る

か

を

証

明

す

る

こ

と

も

出

，来

光

い

。

生

—

の

個

別

的

価 

値
と
社
会
的
価
値
の
矛
盾
が
い
か
に
.社
会
経
済
発
展
の
i

力
と
な
る
こ
と
が 

も
は
や
あ
り
え
な
い
が
と
い
う
こ
ど
を
証
朋
す
る
方
法
も
な
い
0
こ
の
こ
と
に 

.
よ
っ
て
著
者
は
あ
の
よ
う
に
社
会
主
義
制
度
の
下
に
お
け
を
価
値
を
解
釈
す
る 

こ

と

が

一

種

の

形

式

的

な

結

論

で

あ

っ

て

：、

：

社

会

、
王

義

の

経
i

内
部
関
係
を 

反
映
ざ
せ
石
事
が
出
来
な
い
か
を
認
め
て
遂
^

と
。
-:
1
.
:
:
‘

，

:

■
■顧
準
は「

各
商
品
€>
•
;価
値
は
そ
の
商
品
の
使
用
価
値
に
轸
い
.て

物

象

化

さ

れ

.

■ 

五

--
1

(

八
九
：ー
'')

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
つ
の
形
態
と
価
値
法
則
.



て
い
る
労
働
の
：分
量
に
よ
づ
p

、v
そ
：の
商
品
.の

生

産

の

，た
：め

、
：
社

会

的

に

必

要

：

な
労
働
時
間
に
上
っ
て
決
萣
各
れ
^

1-_
':
と

い

ぅ

1
"資
#

^

に

よ

る

価

値

法

則」

：

.

(

辅
論)

'の
定
義
を
明
ら
：か
に
し
、「

マ
ル
ク
ス
が
■"等
価
物
と
等
価
物
.の
相
互
交

i

)  

■

換
"
を
商
品
交
換
の
.法
則
と
呼
ん
で
い
る」

こ
と
、
—1
こ
の
こ
と
に
よ
う
て
マ
ル

ク
ス
が
定
義
し
た
価
値
法
則
は
す
な
わ
ち
価
値
決
定
の
法
則
で
お
り
、
価
値
決

定
と
は
価
値
法
則
の
別
な
用
語
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
邊
価
物
と
.等
価
物
の

相
互
交
換
"

の
概
念
の
内
在
を
包
括
し
て
は
い
な
い
こ
と
1_
»

を
指
摘
す
る
。
彼

に
よ
.れ

ば「

マ
ル
ク
ス
の
全
著
作
の
中
で
は
じ
め
か
ら
商
品
交
換(

私
有
制
の■

下
で
の
商
品
交
換>,
を
価
値
形
成
の
前
提
条
件
と
み
な
し

.
て
い
る
が
、
.
右
£:
;
:1

ベ
た
-#
1
>修
於
撕
の
中
で
：は
逆
に
商
品
交
換
を
価
値
法
則
の
定
義
外
.に
排
除
し

て
い
を
の
で
あ
る
。
.顧
準
に
よ
る
価
値
法
則
と
は
既
述
の
如
くT

公
産
に
支

心
ト
れ
た
如
働
時
間(

社
会
的
必
要
労
働
時
間)

は
使
用
価
値
物
の
価
値
を
決

於f

か」

，こ•
と
で
あ
る
。
そ
し
て

「

資
本
論
全
部
の
論
証
を
詳
細
に
研
究
す
る」

な
ら
ば
、
ま
さ
に
.こ
の
.定
義
か
ら
.マ
，ル
ク
ス
が
出
発
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
.

に
資
本
主
義
に
対
す
る
科
学
的
分
析
を
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
た」
こ
と
に
注

(

注
42)

因
す
べ
‘き
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
彼
は
そ
の
〃
分
析
の
要
点
". 

を
四
項
目
と
し
て
掲
げ
、.

更

に

，
一
，
つ

の

：条

件

を

加

え

る

人

.々

の

見

解

を

取

上 

げ
る
。
す
な
わ
ち

「

商
品
の
価
値
枕
労
働
時
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
そ 

価

値

法

則

は

交

換

過

程

の

中

で

あ

：ら

わ

れ

て

来

た

，

4:
の」

で
あ
り
、「

こ
の
^
に 

よ
っ
て
夂
^

51
@

以
^

で
は
い
わ
ゆ
る
価
値
法
則
の
作
用
が
な
い
と
い
ぅ
こ
と
：
 

を
推
論
し
ぅ
る
、」

と
い
ぅ
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
と
照
格
す
る
-^
経
済 

学」

教
科
書
の
、「

価
値
法
則
ば
商
品
生
産
の
経
済
法
則
で
あ
る
。
'こ
の
法
則

に
よ
？
て
商
品
办
交
換
は
そ
の
；生
産
に
支
出
さ
れ
た
社
会
的
に
必
要
な
蕩
の 

暈

に

：癌

じ

て

行

わ

れ

る

」

と

ふ

う
定
義
は
！
®

上
等
価
交
換
の
法
則
を
i

 

し
て
■
お

り

、
価
値
法
則
を
瑰
わ
し
て
は
い
な
い
.と
彼
は
考
え
.る
。
そ
こ
で「

こ 

の
定
義
を
採
用
し
て
価
値
法
則
の
生
産
領
域
及
び
分
配
領
域
の
中
で
の
：̂

を
. 

あ
き
ら
.か
に
す
る
事
は
出
来
.な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
て
言
う
と
、
資
本
主
義 

社
会
に
お
：い
て
労
働
力
と
生
産
手
段
は
資
本
家
が
等
価
で
交
換
し
た
も
の
で
あ 

り
、
こ
の
こ
：と
は
〃
等
価
交
換
ダ
の
法
則
と
：ー
致
す
る
も
の
で
あ
る
0

し
か
し 

資
本
家
が
購
買
.し
て
：来
た
労
働
力
ば
交
換
過
程
で
は
だ
ぐ
し
て
生
庳
過
程
の
中 

で
剰
余
価
値
を
う
み
出
し
た
の
で
：あ
る
。：
剰
余
i

の
創
出
は
完
全
に
価
値
法 

則
に
服
従
し
て
お
り(

"
生

産

^

^

値

は

生

産

に

お

け

る

そ

の

资

働

の

支

出

に
 

よ
r

て
決
定
さ
れ
る
"
.と
い
う
規
S

、「

も
し
も
価
値
法
則
が
等
価
交
換
の
法 

則
で
あ
る
こ
と
：を
認
.め
る
な
ら
ば
、
：_
余
価
値
の
法
則
は
解
釈
さ
れ
よ
う
が
な 

いj

と
い
う
こ
と

'に
な
る
。
.V 

「

社
会
主
義
は
経
済
計
算
を
実
行
す
る
計
画
経
済
で
あ
る
。
社
会
主
義
社
会 

内

の

価

値

法

則

の

役

割

を

研

究

す

る

際

、

％

し

% :
交

換

範

囲

の

中

に

そ

れ

が

局 

限
さ
れ
る
な
ら
ば
、
i

変
動
の
影
響
.に
対
し
て
i

と
需
要
の
関
係
を
研
究 

し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
価
値
法
則
の
役
割
を
研
究
す
る
事
で
は
な
い
。
資
本 

主
義
の
生
産
様
式
の
も
と
で
の
価
値
法
則
.の
役
割
は
、
す
で
に
生
産
ど
分
配
と 

を
ふ
：く
む
交
換
の
全
過
程
に
及
ん
で
い
る
が
、
社
会
主
義
生
産
の
卞
に
お
.い
て
. 

.も
、
価
値
法
則
は
経
済
の
全
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え 

な
い」

:'
と

論
断
し
て
、
彼
は
.
.■

「

本
研
究
の
中
で
価
値
法
則
を
交
換
過
程
に
®

 

す
る
定
義
を
採
用
す
る
つ
も
り
は
な
.い」

こ
と
'、
— I

マ
ル
タ

ス

の

定
義
に
も

と

づ
い
て
価
値
法
則
の
定
義
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

」

..こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

。

す
な
わ
；̂
顧
準
に
よ
れ
ば「

も
し
む
マ
ル
ク
ス
の
価
値
法
則
の
定
義
に
て
ら

S

V
 

ノ

し
て
み
る
‘な
ら
ば
、
経
済
fi
t

画
は
価
値
法
則
を
制
約
し
て
お
り
、
こ

の

.
こ

と

に
 

よ
っ
て
社
会
主
義
は
通
常
い
し
き
的
に
価
値
法
則
を
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い

し

、

経

済

計

算

は

価

値

法

則

：を

運

用

す

.る

基

本

的

な

方

式

の

一

つ

で

^

^

」

。 

そ

：し

て

T

社
会
主
義
の
経
済
計
画
は
次
に
述
べ
る
よ
う
な
原
則
に
て
ら
し
て
全 

社

会

：の

生

産

を

調

節

し

な

け

れ

ぜ

な

ら

な

い

：の

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

:'

(

1)

社
会
の
各
種
の
'必
要
な
生
1

の

太

い

さ

、

各' ®
の

生

産

物

の

数

量

の

■

正
確
な
比
例
、.
各
生
産
物
部
門
.の

現

在

‘の

労

働

の

生

産

力

水

準

お

よ

び

生

産 

.
の
中
で
必
要
な
労
働
の
大
い
さ
を
,

し

、
.：社

会

的

労

働

を

各

部

門

に

分

配
 

す
る
こ
と
0

:■
-

(

2)

.各
生
産
部
門
の
.生
産
カ
を
努
め
て
高
.め
る
こ
と
0
' 

. 

く
' 

'

(

3

)

.

1

^

^

生
産
カ
の
変
化
状
況(

価
値
決
定
> 

に
も
と
づ
い
'て
欠
く

.

:

ベ
か
ら
ざ
る
参
加
し
た
労
働
の
大
い
さ
及
び
労
慟
者
の
毎
週
、
毎
日
の
労
働 

時
間
を
調
節
し
な
け
れ
^

な
ら
な
い
。
.あ
る
い
は
社
会
的
労
働
生
産
力
の
変 

:'
$

況
に
も
と
づ
い
て
社
会
的
消
費
水
维
を
調
節
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と 

:

い
う
こ
と
も
出
来
る
。

,
 

:

.

'

(

4

)

.

正
確
に
生
産
物
の
需
要
及
び
そ
の
：労
働
生
産
力
の
変
化
の
程
度
を
根
拠
. 

と
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
に
統
許
、
記
録
、
計
算
を
正
確
に
調
整
す
る
こ

■'
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る」

0

..

.

'■
•

ぐ
顧
準
は
結
論
す
.る
。『

資
本
制
的
生
産
様
式
の
'止
揚
後
も
社
会
的
生
産
が
維 

持
さ
れ
て
.

お
れ
ば
、
価
値
規
定
は
つ
ぎ
の
意
味
、す
な
わ
ち
労
働
時
間
の
規
制
、

社
会
主
義
的
所
有
の
一
一
つ
の
形
態
と
価
値
法
則
.

、

.お

ょ

び

相

異

な

るi

産

部

間

で
.
.の

社

会

的

労

働

の

配

分

、
.

最

後

に

•
は

こ

れ

ら
 

に

関

す

る

簿

記

が

從

来

上

り

も

重

要

と

な

る

と

い

う

意

味

で

依

然

ど

し

て

重

き 

を

な

す』

.
と
い
：う

資

本

論

第1
.
1
1卷

第

七

篇

第

四

九

章

の1
節

を

引

き
.な

が

ら

、

:
「

人

々
.は

が

ぜ

ャ

ル
>

.

:ス
：
.が

再

！1|
"
社

会

主

義

の

生

産

物

は

も

は

や

価

値

に

転
 

•化

し

な

い

で

あ

ろ

免//
.
;と

述

べ

て

い

；る

れ

に

、
.今

価

値

規

定(

価

値

法

則)

が

社

会 

.

主

義

社

会

で

依

然

と

し

て

役

割

を

果

す

だ

ろ

う

と
ぃ
ヶ

こ

と

'
を

指

摘

す

る

か

と
 

' 

.い

う

：
か

も

し

れ

'な
.
い
：0
:
し
が
1-

ご
の
こ
と
は
不
思
議
な
事
で
ば
な

'
い
。

マ
ル
タ 

:

ス

：
は

完

金

に

社

会

主

義

吏

で

経

済

計

箅

制

を

必

要

と

.す

る

こ

.と

を

予

見

す

る

可 

種

を

有

し

：
な

か

.っ
'
た

：
の

で

：

^

る

：(

資

本

主

義

経

済

に

蜂

して
あ
の
ょ
う
な
お 

.
ど

ろ

：.く
べ
•

き

科

学

的

な

分

：析
の.理
論
的
力
を

•
つ
く
り
出
し
え
た
の
に

)」

，̂

-
.
.
.
.
.
.
.
.

..
■■
.:
■.
::
■
--

レ

.
'
:■
;

: 

ノ 

.

.

.

.

.

.
(

注
3 3
>

..

願
準
バ
前
掲
螯
ソ
三
九
頁
へ
㈡

。
;

■■
■

(

法
34)

政
治
経
済
学
教
科
書
前
掲
書
、
3£
五
九
頁
。
.

邦
^

^

^
分
™- 

,
:
八
八
.：ー
頁
。
:

. 

'

:
•

•

.

.

:

(

法
3 5)

.

願
準
は
訃
画
経
済
に
：お
け
る
投
資
額
と
分
働
生
産
力
の4

昇
問
題
を 

み
ぐ
っ
て
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
の
問
題
を 

:

取

.
上

げ

て
1>
-
,る
が
_

(

前
掲
書
空
八
頁
以
下)

..

.
-こ
，こ
で
.は
割
愛
す
る
°
ォ
ス
ト 

.

ロ.
ヴ
ィ
チ
'ャ
.
ノ
.
：フ
；は
社
会
的
^
¥
梵
働
時
間
を
き
め
る
生
産
諸
条
件
の
水
準 

.
を
^

'<
*
グ
て
こ
の
'問

題

：
に

.
ふ

れ

て

い
る
b

.-
'

:

(

注
3 6)

顧
準
ァ
前
掲
書
：
四
0

頁
。

(

注
37)

ぃ
同
. 

' 

三
九
.頁
は
。

.

ん
法
3 8)

.

.
K
/，
マ
，ル^ '
-

ス

「

資
本
論
1-
-

長
谷
部
文
雄
訳
第
ー
1
分

冊

三

四
三

.

.

.

.

.

.
 

'-

. 

五1
1

一

(

八
九
三)



へ
頁
、
：-第
一
：.
.分
：冊
パ
.1」

1
0頁
o
.
. 

> 

:

.
■

'

ニ

深

ゲ 

(

法

搜

'
同
ー
-1
資

本

論
. ^
-

第

-1
分
冊
マ
巨
五
四
頁
^
-'

:
^

(

法
4 0
>

.

顧
準
：':
前

掲

書

：

四T

一
 

頁
0

;
ヤ
：V
ァ
•

ク
P

ン
ロ
I

ド
も
こ
；の
ょ
ラ 

,
.
.ハ
に
# -

値
法
則
を
.迅
解
し
.で
.
い
^ ;
-.
0 

(

法
&

.

.

*
準
ハ
前
掲
書
.
'
四

ニ

頁
.0
. 

V

V
 

(

注
4 2)

.：：'
同

-.
:
'
:
:
バ:

同
.
/頁
。

:

パ
'.
'
. 

•

,'(

注
4 8)

,

：同
::
:-
■
' 

同

-,
'
頁

..
0

.
,
.
'
,
'

.
-

(

注
44)

:'
同

：
->
:

•

四
：

m
 
頁
0

(

注
4 5)

..

ポ
ー
ラ
ン
ド
統
ー
.労
働
.者
^

八
中
金
大
食
で
：の
シ
ラ
リ
丨
^

の
発
^ -
' 

:
を
ひ
い

て

至

砠

す

る。
_ 
S

 

.:前
掲
書
'.

四
1
:
ー
ー
頁
:°

と
ご
で
一

般

吣

等
# |

物 

と
し
.て

貨

幣

呤

問

題

を

疼

く

扱

扩

「

が

や
は
り
紙
数
の
関

保

で
_

双

す

る
。
'
.
ォ 

ス
：ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ヤ
ノ
フ
は
生
産
部
商
で
の
価
値
法
'則
の
作
用
を
：ス
ター

リ
ン 

の

「

諸

問

皿」

が

過
少
評
価
し
て
い
へ
た
点
を
指
摘
.し
、
，
顧
準

と

近

い
立
場
を
：

.

と
つ
て
.い
、る
0パ
'

,:

へ
:

:

-

(

注
46)

同ヾ：
俞
掲
富
同
頁

。

：

'
'

経
済
建
設
途
上
.で
価
値
法
則
の
作
用
を
利
用
す
る
場
合
に
赴
会
主
義
の
基 

'

本
的
経
济

法

則

.

.
経

済
許
画
と
の
関
係
で
価
値
法
則
を
制
限
す
る
か
否
.か
は 

ソ
学
界
で
も
大
き
な
論
争
点
：で
あ
.る
が
結
論
は
出
て
い
な
い
0

オ
ス
ト
ロ
ヴ

(

注
47)

顧
準
前
掲
書
四
五
、

.四
六
頁
。

(

法

48)

同

：

.

ぃ

四

四

頁

。
.

ハ
注
49)

 

K
•マ
ル
ク

K
「

資
本
論」

前
掲
書

.

第

一
三
分
冊 

一
ニ
〇
0

頁
。

H
四
：
C

A九
四)

:

(

法
50)

顧
準
ぺ
前
掲
書
,.
:
,韵

四

頁

彳

^

五
' 

.

.

.す

.
で

に

明

ら

か

な

ょ

 

>
 に
、
顧
準
の
.論
文
の
意
図
は
、「

資
本
論」

に
則
れ
ば 

0

0

は
価
値
規
定
^

意
味
す
る
も
の
#

あ
る
か
ら
、
生
産
の
全
部
門
に
お 

い
て
単I

の
全
人
民
所
有
が
荏
$

る
高
度
の
社
会
主
»
社
会
に
お
い
て
も 

(

そ
れ
ば.「

必
要
:̂

応
じ
て.」

つ
：
で

ほ
だ

く
‘：「

労
働
に
応
じ
：て
1-
'

分
配
：原
則
が
存 

在
す
る
限
り
.共
庫
主
義
社
会
で
は
な

い)

、
.
'
'所
有
権
の
#

転
：は
な
い
が
経
済
計 

.算
制
が
存
莅
し
、
各
部
門
間
の
生
§

が
そ
れ
ぞ
れ
投
下
さ
れ
た
社
会
的
労
働 

の
：量
に̂

じ
て
坐
薦
が
交
換
さ
れ
'る
.の
で
あ
マ
て
、
そ
れ
が
社
会
主
蕾

度
 

下
に
.お
け
る
.
.
"特
殊
な
商
品
生
産
"一

M
n

籠
通
で
あ
る
、
と
し
て
社
会
主 

.
義

制

度

下

に

お

け

る

商

品

流

通

の

存

在

を

社

会

的

所

有

の

 

一

i

様
の
所
有
制
か
ら 

説
明
す
る
見
解
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
にあ
っ
た
。
彼
は

「

ソ
同
盟
に
お
け
る
経 

済
学
の
諸
問
題」

.
-

「

経
済
学
教
科
書
1

に
現
お
れ
た
従
来
の
ソ
ビ
エ
ト
g

m
で 

.の

々

社

会

主

義

制

度

下

に

.お
：け
る
商
品
.商
品
生
産
，価
値
法
則
の
作
用
〃
の
定
式 

化

に

ょ

り

つ

つ

も

独

自

な

展

開

を

こ

こ

：ろ

み

た

。
.；
.
こ

れ

は

す

で

に

述

べ

た

中

国 

に
.
.お

け

る

論

争

点
' 

⑴

経

済

学

教

科

書

の

一

一
：
つ0

-

^

1に
商
品
生
産
の
必
然 

性
が
由
来
す
る
か
否
か(

E

M
の

立

場

，
路

耕

漠

—

顧

準

が.彼
を
引

く

の

は 

既
述
な
如
く
で
あ
る

——
((「

経
済
研
究」

一：‘

五
.六
，年

第

五

期

前

掲

論

文

}
}
、
賛
 

成
の
立
場
•
越

履

寬((

大
公
報
一
.
九
五
^

年
三
S

I
九
日
}

))

、
⑵
社
会
主
義
制 

度
下
に
お
け
る
商
品
生
塵
の
範
囲——

生
産
手
段
は
商
品
で
あ
る
か
否
か
、(

商 

品
と
す
る
.立
場
、
南
冰
、’
麗

((「

経
済
研
究j
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五
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経
済
計
算
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チ
ヤ
ノ
フ
は

利

用

'
の

条

件

と
し

て

制

限

を主
張
す
る
。

制
が
採
用
さ
れ
て
お
り
国
営
企I

B
：

部
に
お
け
る
独
立
的
単
位
と
し
て
社
会
的 

分
業
の
存
在=

交
換
.の
必
然
性
に
よ
り
各
部
門
間
.に
賽
的
な
商
‘品
交
換
関 

係
が
存
在
す
る
、
所
有
権
の
本
質(

国
家
的
全
人
民
所
有)

は
変
ら
な
い
で
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か
も
所
有
の
表
現
形
態
が
変
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生
産
手
段
は
商
品
で
は
な
い
と
い
ぅ
立
場
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生
産
物
の
所
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権
の
移
転
と
処
分
権
の
存
在
に
立
渝
の
根
拠
を
お
く
リ
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⑶
価
値
法
則
と
商
品
生
産
は
関
連
し
た
範
疇
で
あ
る
か
、(

歴
史
的
範
疇
と
し
て 

.替

成

は「

ソ

同

盟

に

お.け
る
経
i

諸
問
歷
の
オ
ー
ソ
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ヴ
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な
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と
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は

価

値

法

則

.の

規

制
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た
め
の
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的
平
均
的
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要
労
働
量
を
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え
ず
引
下
げ
る
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と
の
必
要
な
ど
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こ
れ
ら
の
社
^

に
お
い
て
も
存
在
す
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の
で
あ
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。
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立
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(
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く
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如
，
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て

に

関
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#:
^
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し

て

い
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只
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れ
ぞ
れ
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基
礎
概
念
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諸
範
疇
：の
厳
密
さ
.に
お
い
て
も
、
そ
の
論
旨
に
お
い
て
も
未
だ
十
分
に
説
得
性 

を
有
し
え
な
い
所
以
は
問
題
叹
対
象
自
体
が
建
設
途
.上

の

社

会

主

_

経

済

の

中 

で
確
立
し
，て
,

s

な
い
と
こ
ろ
に
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あ
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こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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の
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つ

)
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,

マ
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る

「

価
値
法
則」

を

"
価
値
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の 

.

法
則
"

と
等
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し
、
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力
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則
"

ま
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る
〃
理
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仕
方
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在
る

0
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の
上
に
t

つ
，
〃
商
品
"

あ
る
い
は
〃
社
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主
義
制
度
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、の
.特
殊
商
品
生
.産
" 

'の
彼
の
■概
念
を
含
め
て
別
に
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察
し
た
い
と
；
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う
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